
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

工法 製品 材料 機械 システム

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学 ）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無　※分類の詳細は（その８）参照

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要※ホームページでの検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

①何について何をする技術か？（新規性についてではない）

②従来はどのような技術で対応していたか？（従来の技術についてのみ記載する。新技術との比較ではない）

③公共工事のどこに適用できるか？

最大外幅750㎜、最大高さ700㎜、長さ2000㎜、最大重量600㎏の既設側溝について、再利用できるよう
に壊さずに重機のみで撤去する技術である。

従来は側溝の両側の土をバックホウ等の掘削機で掘り上げ、作業員が側溝上部に専用の吊具を取り付
け、側溝を吊り上げ、撤去していた。

圃場整備工事の側溝撤去

会社名

担当部署

担当者

住　所 新潟県長岡市坂之上町3-4-6

0258-37-3306

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

分　野

コスト縮減・生産性の向上 公共工事の品質確保・向上

26D2001

2015.2.18

2019.5.7

2014年4月

技術名称

商標名等

振動式側溝撤去工法

アタッチメントを装着した重機による側溝撤去

高橋伸裕

0258-37-3296

安全・安心

側溝撤去　　振動　　省力化　　リサイクル　

株式会社植木組

リサイクル

環境

景観

Tel

Fax

振動式側溝撤去工法はバックホウに装着したアタッチメントを振動させながら地盤に挿入し、クランプ
（アーム）で既設側溝を抱え込んで引き上げ、より安全に、より早く、より安価に側溝を撤去し、再利用を
可能にする工法である。

doboku-gijutu@uekigumi.co.jp

www.uekigumi.co.jo

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

株式会社　植木組

土木技術部

mailto:doboku-gijutu@uekigumi.co.jp
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※登録№

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果（～が～になる。～を～にすることができる。）

③アピールポイント

適用条件

適用範囲

留意事項

技術名称 振動式側溝撤去工法 26D2001

・新技術はクランプ（アーム）に微振動を与えながら地盤に挿入することで、従来技術に比較して周辺地
盤（圃場）の掘削影響範囲を大幅に縮小するよう改善した。
・従来技術の側溝を上端部を専用吊り具でつかんでいたが、新技術ではクランプ（アーム）により、側溝
を抱え込んで撤去できるように改善した。
・従来技術では吊り具の設置・撤去で作業員の補助を必要としていたが、新技術は重機による単独撤
去作業となるよう改善した。

③技術提供可能地域
・技術提供可能範囲は日本国内全域とする。

①適用可能な範囲
・適用可能な側溝サイズは内幅300㎜～600㎜、長さ2000mm程度である。
・最大側溝寸法及び重量は側溝外幅：750㎜、側溝高さ：700㎜、側溝重量：600㎏（作業半径は4ｍ程
度）である。

④関係法令等
・騒音・振動規制法等の法令を遵守して施工を実施する。

①自然条件
・特に無し。

②現場条件
・0.45ｍ3級バックホウが作業できる地盤の地耐力があること。
・Ｎ値が5以下の砂質土あるいは粘性土の地盤であり、アタッチメントの挿入が可能であること。

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
・特に無し

④その他
・特に無し

①設計時
・当工法の適用の可否は撤去する側溝サイズ、作業半径及び地盤強度が適用範囲内であることを確認
して判断する。

②施工時
・当工法の施工にあたっては、重機のオペレーターの操作習熟が若干必要である。

③維持管理時
・労働安全衛生規則等により、1年以内に側溝撤去アタッチメントの特定自主検査を実施する必要であ
る。

・周辺地盤（圃場）を痛めることが少ない。
・新技術により側溝の破損を低減することができる。
・新技術は重機による単独撤去作業となるため、事故防止、省力化につながり、撤去、仮置きを一連の
作業としたため、施工効率が良くなる。

・新技術は重機の単独作業であるため、より安全に、より早く、より安価に既設側溝を撤去し、再利用す
ることが可能である。

②特に効果の高い適用範囲
・内幅500㎜～600㎜の側溝は効果がより高い。

③適用できない範囲
・アタッチメントの奥行が1200㎜であることから、長さが1500mm未満の側溝は適用外とする。



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( 78 %） 同程度 低下 ( %）

短縮 ( 44 %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳（側溝重量が600kg/本の場合）

●従来技術の内訳（側溝重量が600kg/本の場合）

※従来技術の側溝撤去内訳には30m以内の集積小運搬が計上されているため、新技術の内訳も

30～50mの集積小運搬を計上している。

○ライフサイクルコストに関する事項（必要な場合記載）

762,500合計

摘　　　要

U型側溝
再利用撤去

L=2000m
1000kg/個以下

500 m 1,525 762,500 市場単価の適用

55,000 121,000

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

89,000

基準数量： 500m あたり

595,710

あたり500m基準数量：

1,940 291,000

43,050 94,710

日

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ取付費 油圧配管等含む 1 式

集積小運搬 150 ｔ

摘　　　要

89,000

バックホウ 0.45ｍ3級（ﾆﾌﾟﾗ仕様） 2.2 日

アタッチメント損料 2.2

項　　目 仕　　様 数量

762,500円

5日

単位
単価
(円)

金額
(円)

78

44

経済性

工　　程

595,710円

2.2日

従来技術（B) 変化値A/B（％）新技術（A）

技術名称 振動式側溝撤去工法

品　質

比較する従来技術 吊上式側溝撤去工法

項目

経済性

工　程

基準数量

試験施工

26D2001

ｍ

比較の根拠活用の効果

500 単位

合計

試験施工

破損が減少

周辺地盤の痛みが少ない

安全性

施工性

周辺環境への影響

補助作業員がいらない
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概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

既設側溝500ｍ当たりの施工費（直工費）を算出している。

なお、作業内訳は側溝撤去及び集積とし、側溝重量を600㎏/本とする。

施工方法

①本工法には振動式側溝撤去アタッチメントを装着したバックホウを用いる。

②基本的に既設の側溝と並行に重機を移動させて順次、側溝を撤去する。

③アタッチメントの油圧系統をクランプ操作に切り替えて、クランプを側溝の外幅よりも20～30cm開いた

　状態に保持し、既設側溝の両脇に設置する。

④油圧系統を振動系に切り替えて、微振動を与えながらクランプをゆっくりと目印の深さまで地盤に

挿入する。

⑤油圧系統をクランプ操作に切り替えて、クランプを閉めながら、側溝を抱え込む。

⑥側溝を地面から引き上げて、側溝の奥側方向に仮置きする。

⑦重機を前方に2ｍ前進させる。

⑧以後、③～⑦までの工程を繰り返す。

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

技術名称 振動式側溝撤去工法 26D2001

①課題
・側溝のサイズ、タイプに対する検証や側溝の埋設状況に対する対応性、地盤条件に対する適応範囲、
日当たり作業量等の能力をさらに検討する必要がある。

②計画
・今後、実施工を通して、課題に対する情報を収集し、必要に応じてアタッチメントを改良する。

番　　号

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

　民間等

4

2

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

　特　許

　実用新案

特許第6070660 号

バックホウ 0.45ｍ3級(ﾆﾌﾟﾗ仕様)

項　　　目 詳　　　細 数量 単位

アタッチメント取付費 油圧配管等含む

アタッチメント損料 2.2 日

合　　計 595,710

備考

2.2 日 43,050 94,710

単価 金額

1 式 89,000 89,000

55,000 121,000

集積小運搬 運搬距離30～50m 150 ｔ 1,940 291,000
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※登録№

概要図、写真等

施工状況写真等

技術名称 振動式側溝撤去工法 26D2001

アタッチメント全景微振動によるクランプ挿入

クランプ挿入完了 側溝の抱込み状況

側溝の引上げ状況側溝の撤去・仮置き状況
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※登録№

施工実績一覧

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

側溝撤去工事

側溝撤去工事

2017年4月

C社
柏崎地域振興局
農業振興部農村

整備課
2017年4月

側溝撤去工事

側溝撤去工事

2015年7月

C社
柏崎地域振興局
農業振興部農村

整備課
2015年7月

B社 2014年7月 側溝撤去工事

A社 2014年6月 側溝撤去工事

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者 地域機関名

C社
柏崎地域振興局
農業振興部農村

整備課

C社
柏崎地域振興局
農業振興部農村

整備課

技術名称 振動式側溝撤去工法 26D2001

工　事　名施工時期
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高橋伸裕
〒940-0065
新潟県長岡市坂之上町3-4-6

0258-
37-3306

企業名 担当部署

㈱植木組
土木技術

部
代
表

代
表
以
外

Ｅ－mail

新技術提供企業

26D2001

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者区分

振動式側溝撤去工法

doboku-
gijutu@uekigu
mi.co.jp

0258-
37-3296

※登録№


